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小布施町立小布施中学校   

     NO.２ 
令和３年５月１８日発行  

小布施中学校には、「合唱」「清掃」「あいさつ」の素晴らしい三本柱があります。しかし伝統という

ものは、引き継いでいくほどなぜその伝統があるのか分からなくなって目的が見えなくなってしまいま

す。つまり活動が形だけのものになってしまっているのではないかと考えました 

 そこで、目的を理解し意味のある活動にするために、総務会で検討を重ねてきました。そして私たちは

こう思いました。例えば、掃除中時間いっぱいに掃除をしている人が少ないと感じたときは、見通しを立

てて行動していないからだと考えました。また、合唱がうまくいかない時ってありませんか。やる気が出

なかったりうまく声が出なかったり。そんな時は、一つの方法に固着しない、変化を恐れないということ

が大切だと思います。このような事と、検討を重ねて私たちは今までのスローガンに代わる三カ条を作

りました。 

一つのことに固着しない変化を恐れないということから、スローガンではなく三カ条にしました。三

カ条にすることによって、具体的になり、目的が明確になると思います。三カ条に自分の目標を反映させ

る事によって、自分から動くことができる、すなわち自らが動けるようになるのではないでしょうか。 

 それらを合わせたものが生徒会三カ条 伝統は創るもの 自立 構想 変化です。自立は、自分から

動き成長するチャンスをつかめます。構想は、自分の行動に見通しを持ちやり遂げることができます。 

変化は、自分らしさを表現でき、今までになかった新しい結果を得ることができます。 

 学校生活の中で三本柱とともにこの三カ条を意識してください。     生徒会長 

令和 3 年度 小布施中学校生徒会 三カ条  
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昨年度に引き続き、小布施中学校では生徒の安全を第一に考え、感染症拡大防止に努めながら教育活動

を行っています。引き続き、毎朝の健康観察などご理解とご協力をお願いいたします。 

生徒会三本柱 合唱 清掃 あいさつ

三本柱

合唱・清掃・あいさつ

「なぜ、先輩方は三本柱を

受け継いできたのか？」

＜♡心と体の相談窓口について♡＞ 

感染症による生活への影響が心配される状況下、子どもたちの学習意欲の維持や体調管理、心の健康のなど、家庭でのご苦労は

大変なものだったと思います。また PTA活動をはじめとする学校の様々な活動についても、 

ご理解ご協力に、心より感謝申し上げます。 

 そこで、生徒たちも様々な思いを抱えていることが予想されます。生徒たちの心配や不安が少し 

でも緩和されますよう、6月には教育相談を実施します。なお、この期間にかかわらず、「心と体の 

相談窓口」でつねに相談が可能となっております。毎週金曜日にはスクールカウンセラーの先生と 

相談もできます。希望する方は、保健室へ連絡をください。保護者の方の相談も可能です。 

 

  


